
復習演習 
例題１ 
 
１）       のラプラス変換を求めよ(t 倍法則を利用する） 

解： t 倍法則： ))(()(,)())(( tfLsFsF
ds
dttfL =−=  より 
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２）       のラプラス変換を求めよ（線形法則を利用する） 

解： 線形法則： )()())()(( sbFsaFtbgtafL +=+  より 
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移動法則： )())(( asFtfeL at −=  
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例題２ 
 
１） 
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３） 
解：まず方式をラプラス変換する。 
 
 
 
   ここで、 
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上式の両側に対して逆ラプラス変換を行い 
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   が得られる。 
 

例題 3 
1)指数関数系 },,1,,,{ 22 …… tiititti eeee −−  
  直交関数系であることを証明せよ。 

解：関数 f(t)と g(t)は実数関数の場合において、内積は 
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dttgtfgf )()(),(  と定義されている。 

  関数 f(t)と g(t)は複素関数の場合において、内積は 
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dttgtfgf )()(),(  と定義されている。 )(tg は )(tg の共役である。 

 また、 mtimteimt sincos += の共役は mtimte imt sincos −=−  
したがって 
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2) 周期が次式で定義される周期関数がグラフを描きなさい。そしてフーリエ級数展開を求めよ 
    ππ <≤−= tttf ,)( 2  

解：a)グラフ 
 
 
 

ｂ）f(t)は偶関数なので、フーリエ級数展開は余弦展開となる。 
      余弦展開の係数： 
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３）次の関数のフーリエ級数展開を求めよ 
   

   解：積を和・差へ直す公式 )cos()(cos(
2
1coscos βαβαβα −++=  より 

    
 
 
     が得られる。 
 
４）次の関数の複素フーリエ級数展開を求めよ 
 

  解： オイラの公式により
2
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例題４ 
１） )0()( 2 π≤≤= tttf のフーリエ余弦展開を使って次の等式を示そう。 
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解： 拡張された関数 )()( 2 ππ ≤≤−= tttF は 
      )( ππ ≤≤− t において区分的滑らかである。 

従って、 )0()( 2 π≤≤= tttf のフーリエ余弦展開は次式となる。 
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ここで、 π=t とし，それを上式に代入して， 
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      上式を演算し 
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      となる。 
 


